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1 は じ め に

高品質小麦を生産するために,新品種コユ■コムギにつ

いて,普及がみこまれる岩手県南部沖積土壌における窒素

施肥法と品質特性の関係を明らかにした。

2試 験 方 法

供譲材料は第 1報 1)における収穫物を用いた。すなわち

岩手県立農試県南分場において基肥窒素 3水準 (4カ,,6
場,8ヵ/10a)と早春期の追肥窒素 3水準 (4カ , 6カ g,

8ルタ/10α )を組合せた 9種類の施肥法で栽培されたコユ

キコムギの子実について,ビューラー製粉機で製粉を行い
,

得られた粉について各種品質調査を行った。

3 結果及び考察

原粒灰分は6カ/10α +6ヵ/10a区 (以降,6ヵ +6
ルタと略す)を除いて,おおむね施肥量が多くなるに従って

高くなった。60%粉灰分は原粒灰分とほぼ同様の傾向がみ

られたが,原粒灰分はどの差異は認められなかった。

製粉歩留は6ん9+6″を除いて,糊巴量が多くなるに従っ

て低くなった。 ミリングスコアは基肥量が同量の場合には
,

6ん,+6カタを除き,追肥量を多くするに従って低くなった。

また,同様に追1巴量が同量の場合には,基肥量を多くする

に従って低下 した。 6カタ+6ルタは製粉歩留が極端に低く,

灰分が高く,こ のためミリングスコアも極端に低くかった。

これは倒伏による影響と推察される。合計施肥量が同じ場

合は基肥量が多い区よりも追肥量が多い区の方が ミリング

スコアが高かった。

BM率は施肥水準が低い区では基肥量及び追肥量の増加

と共にBM率の低下がみられたが, 6ル +6″及び基肥が

8ルタの区では,そ れ以上の低下はみられなかった。

蛋自含量は6カ,+6カタを除き,基肥量及び追肥量の増加

と共に高くなった。合計追肥量が10ヵ及び12ヵの場合は施

肥量より基肥量を増やすことにより,粉の蛋自含量は高く

なった。

セディメンテーション値 (SV)は 基肥量及び追肥

量が多くなるに従って大きくなった。ただし,基肥増量に

によるSVの 増加は 6ルタまでは明 らかであったが,8
た夕ではわずかであった。また,合計施肥量が10ヵの時は,

基肥量の多い方がSVが 高かったが,合計施肥量が12

カの時はほとんど差がなく,合計施肥量が14カタの時は逆に

追肥量の多い方がSVが 高かった。 このことか ら,施
肥水準が高い場合,SVを 高めるためには基肥量を増

やす方が効果的と判断される。

ファリノグラムの生地形成時間 (DT),安定度 (Stab),

パロリメーターパ リュー (VV)も 蛋白含量と同様に
,

基肥量及び追肥量の増加と共に値が大きくなった。合計施

肥量が同じ12鋳又は14カの時は基肥の量が多い方がDT,

Stab,VVの値が大きかった。

エキステンソグラムは4カ +6ル 9の時に伸長抵抗 (R)

が最高,伸長度 (E)が最低の値を示 し, 6ルタ+6ルタと8

夕々+8カの時にRが最低,Eが最高となり,全般的に窒素

施肥量の多少とエキステンソグラムの値との関係は不明確

であった。エキステンツグラムはファリノグラムより酵素

の影響などを受けやすいことから,倒伏などによる品質劣

化の可能性も考えられる。

アミログラムの最高粘度は全般的に830か ら850の 間で

あった力
', 6カ

タ+6カタ, 8た。+6カタ, 8カタ+8カタでは680

から715と 他より低くなっており (た だし,他の品種との

比較では十分に高い値である),倒伏などによる影響が推

察される。

粉の色相は全般的には基肥量及び合計施肥量が多いはど

粉の自さ (R455)と 明るさ (R654)が 低 くなる傾向が

みられた。 しか し,追肥量とR455や R554の 関係は不明

確であった。窒素施肥量の多少に起因する胚乳色素による

色づき程度 (D455-D554)へ の影響は認められなかっ

た。
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表 1 コユキョムギにおける施肥条件と品贋
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4 ま  と
肥より追肥に重点をおいた肥培管理がよいと推察される。

め
今後,高製粉性を維持 しつ

基肥3水準と追肥 3水準を組合せた9種類の施肥法によっ              
つ
'高蛋自化を図る手段として

の追肥技術の解明が待たれ

て栽培されたコユキコムギに対する品質試験の結果から,              
る。

刺 巴量が多いほど製粉性と粉の色が悪くなる反面 ,蛋自含          引 用

量 ,SV,フ ァリノグラムの                   
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